
（別紙２－２） 

法人名 姫路医療生協 

事業所名 小規模多機能ホーム香寺 

 
 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
   R4年 12月 27日（  ：  ～  ：  ） 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
国府 長田 藤原久 木村 高松  

壷坂 藤原由 後藤 寺口 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

2人 6人 1人 人 9人 

 

前回の改善計画  

・日々の申し送り・部会で利用者の知っている情報を職員間で共有する。 

・家族とは送迎時や電話、連絡ノートにて密にコミュニケーションを図っていく 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

 

・個人の情報シートを作成することで情報共有ができ、簡潔に申し送りできた 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 

3 5 1  9 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 

2 6 1  9 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 

4 4 1  9 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安を

受け止め、関係づくりのための配慮をして

いますか？ 

2 6 1  9 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・利用者個人のシートを作成しこまめに記入することで職員間で情報共有できている 

 

・家族様にも連絡帳や送迎時に様子を伝える様にしている 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

 

・家族様との関わりが少なく家族のケアまで出来ていない 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・送迎時や訪問時など家族とのコミュニケーションを図る時間を確保し心のケアも行っていく 

 

 

 
 

  

事－① 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
 R4  年 12 月 27日（  ：  ～  ：  ） 

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
国府 長田 藤原久 木村 高松  

壷坂 藤原由 後藤 寺口 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

2人 6人 1人 人 9人 

 

前回の改善計画  

・部会で利用者一人一人のケアカンファレンスを行い、目標をしっかりとした把握をすること 

・利用者にとってどのような支援が良いかその都度話し合う必要がある 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

 

・職員間でその都度支援方法について話し合い実施することができた 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 

1 4 4  9 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかってい

ますか？ 

 

2 4 3  9 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 

2 2 5  9 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティング

で発言し、振り返り、次の対応に活かせてい

ますか？ 

1 6 2  9 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・部会で毎月利用者様をピックアップしケアカンファレンスを行うことで問題点、解決策など方向性を決

め進める事が出来ている。 

利用者様の状態や必要な支援について職員同士で共有できている 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

 

・～したいという利用者様一人一人の目標を把握出来ておらず、目標に沿った支援が提供できていない 

・一人ひとりの利用者様とゆっくり時間をかけて話すことが出来ていない為、目標を聞き出すことが出来

ていない 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

 

・部会で定めた目標に対しての振り返りの時間を設ける 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

  

事－② 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
 R4 年  12月 27日（  ：  ～  ：  ） 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
国府 長田 藤原久 木村 高松  

壷坂 藤原由 後藤 寺口 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

2人 4人 3人 人 9人 

 

前回の改善計画  

・自宅での生活を重視して、支援していく必要がある 

・知った情報を職員間で共有し、利用者の声にならない声を上げて把握していく 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・自宅で過ごして頂けるように職員同士で意見を出し合い 

利用者様にとってより良い方法を考える事が出来た 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10個以上把握できて

いますか？ 

1 1 7  9 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 

3 6   9 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 

3 2 4  9 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 

2 6 1  9 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 

1 7 1  9 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

 

・利用者の体調の変化等その都度申し送りし、その時の状況に応じた対応が出来ている 

・個人の情報シートと管理日誌の見直しで職員自身確認し把握することに努めている 

 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

 

・意思表示の少ない利用者様の本心に気が付きにくい 

・利用者様に対する職員の認識の差があり統一したケアが出来ていない 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

 

・「できる」「できない」という本人の能力に合わせ統一した介護、声掛けを行う必要がある 

・利用者様の生活歴や既往歴をもう一度職員間で共有し利用者の思いに寄り添った支援を行う必要がある 

 

 
 

  

事－③ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
  R4 年 12 月 27日（  ：  ～  ：  ） 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
国府 長田 藤原久 木村 高松  

壷坂 藤原由 後藤 寺口 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

人 6人 3人 人 9人 

 

前回の改善計画  

・コロナ禍でも、地域との関係が切れない様に支援する 

・知っている情報を職員間で共有し理解を深める 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

 

・地域との関係を保つための具体的な支援が実践できていない 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 

2 4 3  9 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切れ

ないように支援していますか？ 

 

1 3 5  9 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 

 5 4  9 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 

 2 7  9 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

 

・送迎時や訪問時など利用者様とのコミュニケーションから自宅での過ごし方やこれまでの生活状況を聞

き出し支援につなげる事が出来ている 

 

・緊急性がある時はデイ、ショート、ヘルパーを増やし対応できている 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

 

・送迎時等ご近所の方に会えば挨拶をするがその程度の関わりしか出来ていない 

 

・民生委員の役割について理解できていない 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

 

・部会で具体的に地域に対して支援できることを挙げ実践できるように取り組む 

 

 
 
 

 

 

  

事－④ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
 R4  年 12月 27日（  ：  ～  ：  ） 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
国府 長田 藤原久 木村 高松  

壷坂 藤原由 後藤 寺口 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1人 4人 4人 人 9人 

 

前回の改善計画  

・どのような地域資源があるか活用に向けて話し合う 

・通い、訪問、宿泊が適切に提供できているか部会で話し合う必要がある 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

 

・地域資源について理解できていない 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 

2 1 6  9 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥

当適切に提供されていますか？ 

 

3 6   9 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」に

気づき、ミーティング等で共有することが

できていますか？ 

3 5 1  9 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合わ

せて柔軟な支援ができていますか？ 

 

2 6 1  9 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

 

・急な入院、退院後の不安定な状態の時など入所対応、ヘルパー朝夕対応などその都度 

利用者様の状態に合わせて適切にサービスの提供が出来ている 

 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

 

・デイ、入所をもっと増やして欲しいと希望あるが全員にはできない 

・地域の資源を理解できていない 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

 

・地域資源についてどのようなものがあるか、地域資源を活かせる取り組みについて 

部会で話し合う必要がある 

 

 
 

 

 
 

  

事－⑤ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
 R4年 12 月 27 日（  ：  ～  ：  ） 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
国府 長田 藤原久 木村 高松  

壷坂 藤原由 後藤 寺口 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

人 4人 3人 1人 8人 

 

前回の改善計画  

・コロナ禍の為地域イベントに参加できなかったが香寺新聞を作って地域の方に見てもらえるような活動

をしていく 

・地域の学生ボランティア等来てもらえるように部会で話し合う 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

 

・コロナ禍ということもあり実際に地域の方にかかわる機会が少なく実践することが難しかった 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っ

ていますか？ 

 1 2 5 8 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 

 1 2 5 8 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦

人会、消防団等）の活動やイベントに参加し

ていますか？ 

  3 5 8 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 

  3 5 8 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

 

・地域新聞を発行し地域の方に香寺を知って頂けるきっかけ作りが出来た。香寺を知って頂くきっかけ作

りにもなるので定期的に発行していく 

 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

 

・コロナ禍の為地域との交流の場がない 

・地域とのやり取りが所長にまかせっきりになっている部分がある 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

 

・コロナが落ち着いてきたらボランティアの受け入れ等話し合う 

・地域との関係が途切れないよう引き続き地域新聞の発行を行う 

 
 

 

 
 

  

事－⑥ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
  R4 年 12月 27日（  ：  ～  ：  ） 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
国府 長田 藤原久 木村 高松  

壷坂 藤原由 後藤 寺口 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

人 1人 7人 人 8人 

 

前回の改善計画  

・地域の方が来られる機会が少ないので、地域の方に知ってもらう・来所してもらいやすい環境を作る為

の話し合いを行う 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

 

・香寺に興味をもってもらうため地域新聞や相談受付中の張り紙を作成することができた 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 

1 2 6  9 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運

営に反映していますか？ 

 

2 6 1  9 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 

1 3 4  8 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 

 2 6 1 9 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

 

・地域の方や利用者様の家族からの意見はその都度職員間で共有し対応出来ている 

 

 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

 

・コロナ禍ということもあり、地域との協働の場面がなかった 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

 

・地域の方に知ってもらえるよう地域新聞やパンフレット作成を通して関わりを増やしていく 

 

 
 

 
 

  

事－⑦ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
  R4年 12月 27日（：  ～  ：  ） 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
国府 長田 藤原久 木村 高松  

壷坂 藤原由 後藤 寺口 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

2人 3人 2人 2人 9人 

 

前回の改善計画  

・コロナ禍の為研修に行くのが難しかった。リモート等で参加し、学んだことは部会で共有しする 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

 

・研修に参加した職員が学んだことを部会にて共有できている 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加してい

ますか 
 

2 5  1 8 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

2 2 4 1 9 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

 1 2 5 8 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

2  4 2 8 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

 

・リモートでの研修だったが参加した職員が学んだことを他の職員に共有することができた 

・ヒヤリハット、アクシデントレポートを毎月部会で振り返り、現状把握、改善点を検討している 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

 

・地域の連絡会に参加できていない 

・研修に参加出来ている人とできていない人に分かれている 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

 

・リモート研修等あれば積極的に参加する 

・研修で学んだことを日々の業務に取り入れていく 

 

 
 

 

 

 
 

  

事－⑧ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
    年  月  日（  ：  ～  ：  ） 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
国府 長田 藤原久 木村 高松  

壷坂 藤原由 後藤 寺口 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

3人 5人 人 人 9人 

 

前回の改善計画  

・部会で人権・プライバシーについての勉強会を行う 

・部会で話し合いの場を設け、職員の心のケアをしていく 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・部会で定期的に人権の勉強会を行い理解を深める事が出来た 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 

 

8 1   9 

② 
虐待は行われていない 

 

 

7 1 1  9 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 

7 1 1  9 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 

 

 

1 4 1 2 8 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 

5 4   9 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

 

・利用者様の尊厳を大切に、一人ひとりのニーズに応じたケアができる様に心がけている 

・部会で人権、尊厳について勉強し理解を深める事が出来た 

 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

 

・忙しさの中でつい、「ちょっと待って」とスピーチロックをしてしまう事がある 

・成年後見人制度についてしっかりとした知識がない 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

 

・成年後見人制度について理解できるよう勉強会などを通して学んでいく 

・職員同士でその都度注意しあい言葉遣いを徹底していく 

 

 
 

事－⑨ 



（別紙２－４） 

小規模多機能型居宅介護「サービス評価」2023 総括表 
 

法人名 姫路医療生協 代表者 西村 哲範 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

小規模多機能ホームの理念「一人ひとりに寄り添う 地域に寄り添う」 介護が必

要になっても住み慣れた我が自宅や地域の中で家族や親しい人たちと共に、最後ま

で自分らしく過ごしていただけるように、当事業所は、利用者の思いや家族のニー

ズに合わせ、柔軟にサービスを組み在宅生活を支援いたします。 
事業所名 

小規模多機能ホーム

香寺 
管理者 大野 郁美 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・ 

地域団体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

人 1 人 2 人 人 1 人 1 人 人 1 人 人 5 人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価 

の確認 

  常勤スタッフ全員で取り組めて

いる。改善計画が立てられており

自己評価されている 

 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

香寺便りを使って、事業所の情報

発信し特徴を伝えていき、地域の

方との繋がりをつくる 

香寺支部・香寺地域に「香寺便り」

を配布・発信した。 

香寺地区には、まだまだ知れ渡っ

ていない。地域・香寺支部・公共

施設に「香寺便り」を回覧・貼り

だして頂ける事にになった。 

3 か月に 1 回事業所の特徴を「香

寺便り」で発信していく。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

コロナ禍でも幅広い年齢層が参

加できるボランティア・レクリエ

ーション活動の発信をしていく 

日ノ本学園・地域からボランティ

アのお声掛け頂いたがコロナ禍

で開催出来なかった。 

ふれあいサポートに登録してみ

て、ボランティア受け入れをして

は等話し合いができた 

短時間でも、ボランティアを受

け入れいく体制を作っていく 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

コロナ禍でもできる限り地域の

活動に参加し近隣の方との関わ

りを深めていき、つながりをつく

っていく 

コロナ禍で参加出来なかった コロナ禍で事業所・近隣住民との

関わりを深めることができず。 

地域の活動に利用者様と参加

し、関わりを深めていく 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

運営推進会議では、他の職員も今

後参加し地域の活動を知ってい

き、つながりを深めていく 

11 月の運営推進会議では、職員も

参加し地域の活動を知ることが

できた 

他職員にもっと参加してもらう

ことになった。自治会長・民生委

員・包括と意見交換することがで

きた 

昨年同様、他職員にも運営推進

会議に参加して頂き地域との活

動・繋がりを作っていく 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

地域の方にも避難訓練に参加し

て頂くように発信していく 

コロナ禍で避難訓練に参加して

いただくことは出来なかった 

地域の方にも」、防災訓練に参加

して頂きたい 

地域の方にも防災訓練に参加し

て頂けるように「香寺便り」で発

信していく 

 
 


